娘に與ふるの書[footnoteRef:1] [1:  『日本婦人朝鮮版』1944年6月] 

香山光郎
尹古山畵

お前 (まへ)はまだ若 (わか)い。まだ世 (よ)の中 (なか)のことはあまり分 (わか)つてゐない。お父 (とう)さんはお前 (まへ)よりは、多 (おほ)く世 (よ)の中 (なか)を見 (み)て來 (き)た。聖人 (せいじん)たちの教 (おしへ)も、お前 (まへ)よりは多 (おほ)く受 (う)けてゐる。だからお父 (とう)さんは、お前 (まへ)が、將 (しやう)來 (らい)間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんが)へをもつて、悪 (わる)い道 (みち)を歩 (あゆ)み、不 (ふ)仕 (し)合 (あわ)せな人にならないやうにと思 (おも)つて、この手 (て)紙 (がみ)を書 (か)いて居 (ゐ)るのだ。
まづ第 (だい)一に、お前 (まへ)にいひたいことは、お前 (まへ)は、お父 (とう)さんの子 (こ)である前 (まへ)に、大君 (おほぎみ)の民 (たみ)であるといふことだ。不幸 (ふこう)にして、お前 (まへ)のお母 (かあ)さんにはこの考 (かんが)へが足 (た)りない。お前 (まへ)が忠君 (ちうくん)の思 (し)想 (そう)の薄 (うす)い母 (はは)の子 (こ)として生 (う)まれたことは、まことに不 (ふ)仕 (し)合 (あわ)せなことであるが、しかしお父 (とう)さんは、お前 (まへ)がきつと忠君 (ちうくん)の子となつて、お母 (かあ)さんまでも忠君 (ちうくん)のお母 (かあ)さんになるように感動 (かんどう)させることを信 (しん)じて疑 (うたが)はない。
娘 (むすめ)よ。お前 (まへ)は、もう女 (じよ)学 (がく)校 (こう)に行 (い)つてゐるから、かういふことは、お父 (とう)さんにいはれなくても知 (し)つてゐるはずだ。しかし、おさらひのつもりで聞 (き)かう。お前 (まへ)の通 (かよ)つてゐる學 (がく)校 (こう)は誰 (だれ)の學 (がく)校 (こう)だと思ふ。それは大君 (おほぎみ)の學 (がく)校 (こう)だね。天子 (てんし)さまが、お前 (まへ)同様 (どうよう)の娘 (むすめ)たちを教 (おし)へて、立 (りつ)派 (ぱ)な、忠 (ちう)義 (ぎ)な女 (をんな)に、妻 (つま)に、母 (はゝ)にするために、お建 (た)てになつた學 (がく)校 (こう)だ。官 (くわん)立 (りつ)も、公 (こう)立 (りつ)も、私 (し)立 (りつ)も、この點 (てん)でかはりはないのだ。それは、皆 (みな)、大君 (おほぎみ)の學校である。そして、そこで教 (おし)へることは何 (なん)だと思 (おも)ふ。學 (がく)科 (くわ)目 (もく)はいろいろあつても、つまるところ、大君 (おほぎみ)に仕 (つか)へまつる道 (みち)なのだ。語 (ご)學 (がく)でも、數 (すう)理 (り)でも、音 (おん)樂 (がく)でも、皆 (みな)、大君 (おほぎみ)のものであるところの、すめらみくに、即 (すなは)ちこの日 (につ)本 (ぽん)の國 (くに)を守 (まも)り、強 (つよ)くし、美 (うつく)しくするための學 (がく)科 (くわ)でないものはない。
日 (につ)本 (ぽん)の國 (くに)は、大君 (おほぎみ)のものなのだ。その山 (やま)も川 (かわ)も野 (の)も海 (うみ)も、そして、その上 (うえ)に、またはその中 (なか)に住 (す)める生 (い)きとし生 (い)けるものはいふもさらなり、その中 (なか)に埋 (う)もれてゐる黄金 (おうごん)も銅 (あかゞね)、鐡 (くろがね)も皆 (みな)わが　大君 (おほぎみ)のものなのだ。お前 (まへ)もお父 (とう)さんも、大君 (おほぎみ)の國 (こく)土 (ど)に住 (す)み、大君 (おほぎみ)の國 (こく)土 (ど)に生 (な)つたものを衣 (い)食 (しよく)しつゝ、日 (ひ)に月 (つき)に大君 (おほぎみ)へ仕 (つか)へまつつてゐるのだ。ものばかりではない、お前 (まへ)やお父 (とう)さんの身 (み)も命 (いのち)も、大君 (おほぎみ)のものであるのだ。お父 (とう)さんや、お母 (かあ)さんやお前 (まへ)たちによつてつくられた、この家 (いへ)は何のためにあると、お前 (まへ)は思ふ。それは、大君 (おほぎみ)に仕 (つか)へるためにあるのだ。この家 (いへ)に住 (す)んで、お父 (とう)さんは家 (か)長 (てう)として、み國 (くに)から授 (さづ)かつた仕 (し)事 (ごと)に勵 (はげ)んで、大君 (おほぎみ)に仕 (つか)へ、お前 (まへ)たちのお母 (かあ)さんは、主 (しゆ)婦 (ふ)として、お父 (とう)さんの世話 (せわ)をし、お前 (まへ)たちを生 (う)み、お前 (まへ)たちを育 (そだ)て、お前 (まへ)たちを躾 (しつ)けて、大君 (おほぎみ)に捧 (さゝ)げるのだ。そのことのために、わが家 (いへ)の敷 (しき)地 (ち)や材 (ざい)木 (もく)があてがはれ、日 (ひ)々の食 (しょく)糧 (れう)や衣 (い)料 (れう)が配 (くば)られ、また法律 (ほうりつ)によつて守 (まも)られて居 (ゐ)るのだ。お前 (まへ)の兄 (あに)は間 (ま)もなく兵隊 (へいたい)に行 (ゆ)くのだが、お前 (まへ)は女 (をんな)の子 (こ)で兵隊 (へいたい)には行 (い)かない。そのかはり、お前 (まへ)は兵隊 (へいたい)の妻 (つま)となり、兵隊 (へいたい)の母 (はゝ)となるのだ。男 (だん)子 (し)と生 (う)れては、兵隊 (へいたい)に行 (ゆ)くことが、もつと[も]大きいお務 (つとめ)であり、また矜 (ほこ)りであるのだが、兵隊 (へいたい)の妻 (つま)となり、母 (はゝ)となる女 (をんな)の務 (つとめ)も決 (けつ)して、男 (をとこ)の御 (ご)奉 (ほう)公 (こう)に劣 (おと)るわけではない。男 (をとこ)と女 (をんな)とは、車 (くるま)の兩 (りやう)輪 (わ)のやうで、どの一方 (ぽう)がなくても車 (くるま)は動 (うご)かない。そのやうに、大君 (おほぎみ)に仕 (つか)へることも、男 (をとこ)と女 (をんな)とで、分 (ぶん)工 (こう)合 (がつ)作 (さく)するのだ。だから忠 (ちう)義 (ぎ)は男 (をとこ)のものだなど考 (かんが)へてはならない。
妻 (つま)が惡 (わる)くては夫 (おつと)は出 (しゆつ)世 (せ)出 (で)來 (き)ない。昔 (むかし)から、大 (だい)事 (じ)業 (げう)をした人 (ひと)には内助 (ないじよ)の功 (こう)といふものがあつた。良 (よ)き子 (こ)は良 (よ)き母 (はゝ)から生まれる。病 (びやう)弱 (じやく)な母 (はゝ)から強壯 (けうそう)な子 (こ)が望 (のぞ)めぬやうに、道徳的 (どうとくてき)に病 (びやう)弱 (じやく)な母 (はゝ)から、道徳的 (どうとくてき)に強壯 (けうそう)な子 (こ)が生 (う)まれることも至 (し)極 (ごく)難 (むづ)かしい。楠 (くすのき)正 (まさ)成 (しげ)公 (こう)の夫 (ふ)人 (じん)は、良 (よ)き妻 (つま)として、良 (よ)き母 (はゝ)として、日 (にほん)本女 (じよ)性 (せい)の亀 (き)鑑 (かん)であるが、かゝる良 (よ)き妻 (つま)、良 (よ)き母 (はゝ)の多 (おほ)い國 (くに)は強 (つよ)い國 (くに)になり、かゝる良 (よ)き妻 (つま)、良 (よ)き母 (はゝ)のない民 (みん)族 (ぞく)は衰 (おとろ)へること、いふまでもない。
良 (よ)き妻 (つま)は、良 (よ)き母 (はゝ)になる。惡 (あ)しき妻 (つま)が、良 (よ)き母 (はゝ)になることはないのだ。
良 (よ)き妻 (つま)とは、どんな妻 (つま)のことをいふと、お前 (まへ)は、思 (おも)ふ。
良 (よ)き妻 (つま)とは、顔 (かほ)の綺 (き)麗 (れい)な妻 (つま)のことでないことは、お前 (まへ)もよく知 (し)つてゐる。顔 (かほ)が綺 (き)麗 (れい)で、心 (こゝろ)も綺 (き)麗 (れい)な女 (をんな)なら、それこそ、一番 (ばん)良 (よ)い妻 (つま)だらうが、しかし、顔 (かほ)の綺 (き)麗 (れい)な女 (をんな)は、心 (こゝろ)に傲 (おご)りや虛 (きよ)榮 (えい)があつて、わがまゝ卽 (すなは)ち利 (り)己 (こ)主 (しゆ)義 (ぎ)者 (しや)である場 (ば)合 (あひ)が多 (おほ)いといはれてゐる。わがまゝは男女 (だんじよ)を問 (と)はず、その家 (いへ)を破 (やぶ)り、その身 (み)を亡 (ほろ)ぼす魔 (ま)力 (りよく)であるが、ことに女 (をんな)にあつては、癩 (らい)病 (びやう)よりも恐 (おそろ)しい病 (びやう)氣 (き)だ。だから、お父 (とう)さんは、お前 (まへ)の顔 (かほ)の垢 (あか)抜 (ぬ)けしたことを非 (ひ)常 (ぜう)に心 (しん)配 (ぱい)してゐる。お前 (まへ)が正 (たゞ)しき女 (をんな)の一生 (せう)を送 (おく)るには、顔 (かほ)を飾 (かざ)ることを止 (や)めて、心 (こゝろ)を清 (せい)淨 (ぜう)に磨 (みが)かねばならない。心 (こゝろ)を清 (せい)淨 (ぜう)に磨 (みが)くとは何 (なん)のことか。わが儘 (まゝ)の垢 (あか)を取 (と)ることである。妻 (つま)にしても、母 (はゝ)にしても、獻 (けん)身 (しん)的 (てき)な仕 (し)事 (ごと)だ。わが身 (み)を相 (あい)手 (て)に捧 (さゝ)げて終 (しま)つて、全然 (ぜんぜん)われといふものを持 (も)たなくなつて、始 (はじ)めて、良 (よ)き妻 (つま)、良 (よ)き母 (はゝ)になるのである。この精 (せい)神 (しん)は忠 (ちう)から來 (く)る。われわれは大君 (おほぎみ)の臣民 (しんみん)なるが故 (ゆえ)に、大君 (おほぎみ)に對 (たい)して、毫 (ごう)末 (まつ)のわがまゝもない。たゞたゞ全 (ぜん)部 (ぶ)をさゝげまつるのである。しかも、ありがたく、うれしく、さゝげまつるのである。惜 (お)しむところもなく、まして報 (むくゐ)を求 (もと)めることなんか夢 (ゆめ)に[も]、微 (み)塵 (じん)にもないのである。これが日 (につ)本 (ぽん)精 (せい)神 (しん)といふものである。これは天皇 (てんわう)のみ民 (たみ)にばかり見 (み)られる精神 (せいしん)であるからである。
このわがまゝのない、求 (もと)めるところのない、さゝげてさゝげてますます喜 (よろこ)び、最 (さい)後 (ご)に生命 (いのち)までもさゝげて、最 (さい)高 (こう)の幸 (こう)福 (ふく)を感 (かん)ずる、この精神 (せいしん)こそ、人 (じん)類 (るい)最 (さい)高 (こう)の精 (せい)神 (しん)であつて、この精神 (せいしん)が、大君 (おほぎみ)に對 (たい)して發 (はつ)した時 (とき)に忠 (ちう)となり、親 (おや)に對 (たい)する時 (とき)に孝 (こう)となり、夫 (おつと)に對 (たい)する時 (とき)に貞 (てい)となり、子 (こ)に對 (たい)する時 (とき)に慈悲 (じひ)となり、友 (とも)に對 (たい)する時 (とき)に友 (いう)情 (ぜう)となり、仕 (し)事 (ごと)に對 (たい)する時 (とき)に責 (せき)任 (にん)感 (かん)となり、いはゆる精 (せい)魂 (こん)を打 (うち)込 (こ)むことゝなるのだ。この精神 (せいしん)なきものには、どんな精神 (せいしん)があると、お前 (まへ)は思 (おも)ふ。この精神 (せいしん)なきものには、わがまゝ根 (こん)性 (じやう)があるのだ。自 (じ)分 (ぶん)の都 (つ)合 (ごう)、自 (じ)分 (ぶん)の利 (り)害 (がい)ばかり考 (かんが)へる、わがまゝ根 (こん)性 (じやう)である。かういふものは、男 (をとこ)も女 (をんな)も、皆 (みな)から嫌 (きら)はれ、排斥 (はいせき)されるにきまつてゐる。憎 (にく)まれものになつて、仕 (し)合 (あわ)せになる世 (よ)の中 (なか)に移 (うつ)つて往 (い)かぬかぎり、かういふものは散 (さん)々な憂 (う)き目 (め)に逢 (あ)つて死 (し)んで往 (ゆ)くこと必定 (ひつでう)だ。
わが子 (こ)よ。お前 (まへ)は、ゆめ、そんなわがまゝものになつてはならない。お前 (まへ)は、日 (につ)本 (ぽん)の女 (をんな)らしく、己 (おの)れを犠 (ぎ)牲 (せい)にする精神 (せいしん)に生 (い)きなくてはならない。お前 (まへ)は家 (いへ)にあつては、親 (おや)に順 (したが)ひ兄弟 (けうだい)のために盡 (つ)くし、學 (がく)校 (こう)にあつては、師 (し)に順 (したが)ひ、同 (どう)窓 (そう)の學 (がく)友 (いう)のために、すべての安樂 (あんらく)を讓 (ゆず)り、すべての勞 (ろう)苦 (く)に先 (さき)んずる子 (こ)でなくてはならない。一 (ひと)つのものを二人 (ふたり)でほしがる場 (ば)合 (あい)、わが子 (こ)よ、お前 (まへ)の方 (ほう)が相 (あい)手 (て)に讓 (ゆず)るのだ。二 (ふた)つの仕 (し)事 (ごと)があつて、一方 (ぽう)は嫌 (きらひ)な仕 (し)事 (ごと)で、一方 (ぽう)は樂 (らく)な仕 (し)事 (ごと)であつたら、わが子 (こ)よ、お前 (まへ)は、その嫌 (きらひ)な方 (ほう)を取 (と)るのだ。兄 (けう)弟 (だい)の間 (あいだ)、學 (がく)友 (いう)の間 (あいだ)ばかりではない。何時 (いつ)如何 (いか)なる場合 (ばあい)でも、さうする女 (をんな)になつてくれ。これこそ、大君 (おほぎみ)のお喜 (よろこ)びたまふところで、これに反 (はん)したことは大 (おお)御 (み)心 (こころ)をお痛 (いた)め申 (もうし)上 (あ)げることだ。
この精神 (せいしん)さへ磨 (みが)き上 (あ)げたら、お前 (まへ)は立 (りつ)派 (ぱ)な子 (こ)である。お前 (まへ)は親孝行 (おやこうこう)であるばかりでなく、世 (よ)の中 (なか)から愛 (あい)され、敬 (うやま)はれ、そして良 (よ)き妻 (つま)、良 (よ)き母 (はゝ)となるのであらう。富 (とみ)を造 (つく)るよりも、知 (ち)識 (しき)を得 (う)るよりも、美 (び)人 (じん)であるよりも、このことこそ、お前 (まへ)を幸福 (こうふく)にし、價値 (かち)あるものにする資 (し)産 (さん)なのだ。
さゝげる心 (こゝろ)は、與 (あた)へる心 (こゝろ)である。無 (む)限 (げん)に與 (あた)へる心 (こゝろ)を稱 (せう)して大 (だい)慈 (じ)大 (だい)悲 (ひ)といふ。これ卽 (すなは)ち神 (かみ)の御 (み)心 (こゝろ)であり、大 (おお)御 (み)心 (こゝろ)であるのだ。お前 (まへ)が御 (お)手 (て)本 (ほん)にすべきは、正 (まさ)にこの心 (こゝろ)である。無 (む)限 (げん)に與 (あた)へる。惜 (お)しみなく與 (あた)へる。しかも毫 (ごう)末 (まつ)も求 (もと)むるところなく與 (あた)へる。あゝ何 (なん)とすばらしい心 (こゝろ)であらう。お前 (まへ)の心 (こゝろ)は、この心 (こゝろ)たるべきものなのだ。かの太陽 (たいよう)のごとく、萬 (ばん)物 (ぶつ)に光 (ひかり)と熱 (ねつ)と生 (せい)命 (めい)を與 (あた)ふべき心 (こゝろ)なのだ。その神 (こう)々しい心 (こゝろ)を、わが子 (こ)よ、ゆめ、わがまゝの垢 (あか)で曇 (くも)らしてはならない。移 (うつ)り變 (かは)りて頼 (たよ)りのない小 (ちひ)さい利 (り)己 (こ)慾 (よく)で窒 (ちつ)息 (そく)させてはならない。お前 (まへ)は、いつでも、お前 (まへ)の心 (こゝろ)を十分 (ぶん)に光 (ひか)らせてくれ。
[bookmark: _GoBack]自 (じ)分 (ぶん)のためを思 (おも)ふ心 (こゝろ)、卽 (すなは)ちわがまゝは、自 (じ)分 (ぶん)を區 (く)切 (ぎ)つて小 (ちひ)さくし、貧 (まづ)しくすることだ。いつも、人 (ひと)から何 (なに)かを貰 (もら)ひたがり、して貰 (もら)ひたがることは乞 (こ)食 (じき)根 (こん)性 (じやう)だ。たまに一寸 (ちょつと)した善 (よ)いことをやつては、直 (す)ぐ報 (むく)いを望 (のぞ)むなんて、さもしいことだ。まして、直 (たゞ)ちに報 (むく)いが來 (こ)ないからといつて、人 (ひと)を怨 (うら)み天 (てん)を怨 (うら)むことなど、恥 (はづ)かしいことではないか。わが子 (こ)よ、お前 (まへ)はそんな女 (をんな)になつてはならない。
お前 (まへ)は、或 (あるひ)は兄 (けう)弟 (だい)に、或 (あるひ)は級友 (きういう)に、何 (なに)か善 (よ)いことをやつた場 (ば)合 (あひ)に、それを記 (き)憶 (おく)してはならない。善 (よ)いことをやつたなど喜 (よろこ)んでもならない。いつもは惡 (わる)いことばかりしてゐて、たまさか善 (よ)いことをするやうな人間 (にんげん)は、自 (じ)分 (ぶん)の善 (よ)いことを鼻 (はな)にかける。しかし、いつも善 (よ)いことばかりしてゐる人 (ひと)には、自 (じ)分 (ぶん)のやつてゐる善 (よ)い事 (こと)が當 (あたり)前 (まへ)になつてゐるから、いたつて平 (へい)氣 (き)なはづだ。それを一つ覺 (おぼ)えることもないだらう。お前 (まへ)は哀 (あは)れな乞 (こ)食 (じき)を見 (み)たことがあるだらう。その乞 (こ)食 (じき)は、いつも人 (ひと)から物 (もの)を貰 (もら)つてばかりゐるから、誰 (だれ)から何 (なに)を貰 (もら)つたか、覺 (おぼ)えてゐやしない。お前 (まへ)は人 (ひと)にやつてばかりゐるから、何時 (いつ)誰 (だれ)に何 (なに)をやつた、或 (あるひ)は何 (なに)をしてやつたなど覺 (おぼ)えて置 (お)くことは出來 (でき)ないだらうぢやないか[footnoteRef:2]。お前 (まへ)は人 (ひと)に與 (あた)へたことよりも、人 (ひと)から貰 (もら)つたことを強 (つよ)く強 (つよ)く記 (き)憶 (おく)するはづだ。貰 (もら)つたことは忘 (わす)れて、與 (あた)へたことを記 (き)憶 (おく)するやうな人 (ひと)では、情 (なさけ)ない話 (はなし)だ。さういふ女 (をんな)が良 (よ)い妻 (つま)や良い母 (はゝ)にならうはづはない。 [2:  「出來 (でき)ないだらうぢやないか」は非文。「できないようになろうじゃないか」の意と思われる。] 

妻 (つま)が自 (じ)分 (ぶん)の夫 (おつと)に、母 (はゝ)が自 (じ)分 (ぶん)の子 (こ)に盡 (つ)くした數 (かず)々のことを一々記 (き)憶 (おく)して鼻 (はな)にかけるとしたら、どうだらう。しかし、さういふ人 (ひと)さへないではない。
わが子 (こ)よ。お前 (まへ)は、きつと良 (よ)き妻 (つま)、良 (よ)き母 (はは)になるのだよ。これこそ、皇 (こう)恩 (おん)に報 (むく)いたてまつる一番 (ばん)大 (おほ)きいことであり、またお父 (とう)さんやお母 (かあ)さんへのもつとも大 (おほ)きい孝行 (こうこう)なのだ。そして、お前 (まへ)が、お前 (まへ)の子 (こ)供 (ども)たちを、さういふ精神 (せいしん)で育 (そだ)てあげたら、この日 (につ)本 (ぽん)は強 (つよ)い良 (よ)い日 (につ)本 (ぽん)になる。
わが子 (こ)よ。お父 (とう)さんは、お前 (まへ)が、學 (がく)者 (しや)や技 (ぎ)術 (じゆつ)家 (か)になることを望 (のぞ)まない。お前 (まへ)が詩人 (しじん)や藝 (げい)術 (じゆつ)家 (か)になることも願 (ねが)はない。そんなものになつて惡 (わる)いことはないが、お父 (とう)さんが、お前 (まへ)に、望 (のぞ)むところは、日 (につ)本 (ぽん)の良 (よ)き妻 (つま)、日 (につ)本 (ぽん)の良 (よ)き母 (はゝ)になることだ。
